
岡
志
社
礼
拝
唯

重
要
文
化
財指定

文
部
省
内
に
あ
る
承
愛
文
化
財
繊
委
員

会
(
蚕
員
長
河
馨
作
.
兀
文
部
次
官
)
は
、

明
治
建
築
巾
の
代
表
的
な
も
の
を
玉
要
文
化

財
に
指
疋
し
て
保
艘
す
る
必
要
を
・
怨
し
、

か
ね
て
か
ら
予
備
淵
査
中
で
あ
っ
九
が
、
去
る
二
月

十
再
、
非
公
式
に
委
員
会
の
架
豐
備
喜

に
伝
え
ら
れ
九
。
次
い
で
一
月
ニ
ト
言
の
黒
社

仰
事
公
は
こ
の
喫
,
だ
応
じ
、
指
定
由
苗
t
止
式
の

艦
と
し
て
審
誓
、
全
員
一
致
で
同
志
社
内
の
下

記
五
棟
の
明
治
前
半
期
建
築
を
重
文
に
指
定
方
を
申

竿
る
こ
と
を
決
淡
し
た
。
越
え
て
二
月
二
十
五

H
、
鐙
委
員
会
建
造
物
課
長
、
東
大
教
授
工
学
博

十
界
克
氏
畢
伺
志
益
髭
と
の
会
見
と
な

り
、
五
棟
の
う
ち
礼
托
発
け
が
先
ず
指
定
を
受
け

る
見
込
み
が
ほ
ぽ
明
ら
か
と
な
っ
た
。
か
く
て
三
門

一
.
十
九
日
、
東
京
で
開
か
れ
六
委
員
会
で
礼
外
堂
一

棟
を
指
定
す
ろ
こ
と
が
決
定
し
た
。

一
.

゛

,

W

甲
"

、
、
零

ミ
髄机

、

.
q

4

、

0
膨
木
館
(
旧
鯲
の
み
、
明
治
十
六
作
定
礎
)

0
礼
仟
堂
(
明
治
十
八
如
定
礎
)

0
有
終
館
(
明
治
卜
九
条
礎
)

0
 
ハ
リ
ス
.
サ
イ
エ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
(
H
科
~
徳

例
治
二
十
云
0
穫
)

0
ウ
ラ
ー
ク
.
メ
モ
リ
ア
ル
.
ホ
ー
ル
(
神
学
鮒
、

明
治
二
十
五
作
定
礎
)

ネ
下
堂
カ
タ
す
聾
一
こ
指
定
さ
オ
た
ル
由
よ
明

治
の
キ
リ
ス
ト
教
新
教
の
煉
廷
り
、
最
卜
Π
の
然
も

代
諾
な
も
の
で
、
塀
ヒ
倫
教
台
、
椅
f
、
会
衆

の
べ
ン
チ
か
愚
の
色
ガ
ラ
ス
の
大
那
分
、
地
ド
室

の
暖
.
綴
備
の
あ
と
ま
で
、
創
建
当
岫
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
と
い
う
、
建
物
や
家
Π
.
<
内
体
の
価
偵
か
一
つ
、

、

.
A
 
'

"
、

、

ネ
ル
ソ
ン
博
士
夫
妻
(
d
ヨ
一
ゆ
江
9
昌
n
ず
則
畠
区

{
又
審
又
ミ
冨
亘
m
三
爵
会
せ
)
三
月
ニ
ト
Π
来

ノ
ノ
一

^
〕
.
^
ー
:
^
こ
出
^

り
」

ポ
ー
ル
・
 
R
 
・
グ
レ
ゴ
リ
イ
牧
師
(
U
 
・
 
C
.

B
 
・
 
W
 
・
 
M
束
群
.
祭
総
拐
)
叫
門
八
門
よ
り
ト

日
ま
で
、
"
小
糊
に
滞
在
。

ビ
ク
ス
ラ
ー
博
士
(
ア
ー
モ
ス
ト
大
釜
東
)
同

博
士
は
新
晃
生
と
関
係
の
深
い
シ
ー
リ
イ
教
授
の

令
孫
。
四
月
二
十
七
日
よ
り
五
月
三
日
ま
で
滞
在
。

石
川
芳
次
郎
氏
(
校
友
、
京
儒
鉄
会
長
)
き
き

ほ
ど
米
国
の
ト
ー
マ
ス
・
ア
ル
バ
・
エ
ジ
ソ
ン
基
金

財
団
の
初
め
て
の
外
人
瑞
に
選
ば
れ
た
。

千
宗
興
氏
(
評
識
員
、
裏
千
表
宗
匠
)
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
財
団
、
日
米
協
会
に
招
か
れ
て
二
月
十
七

日
、
登
孑
夫
人
と
と
も
に
渡
米
。

深
田
末
来
生
氏
(
神
罵
需
)
昨
年
末
献
堂
式

を
あ
げ
九
、
西
陣
労
働
セ
ン
タ
ー
の
館
長
と
し
て
就

任
。
県
の
ス
タ
ッ
フ
五
人
、
平
均
年
令
は
二
十
八

才
、
西
陣
改
だ
体
Ⅷ
1
た
り
し
て
い
る
。

吉
田
法
晴
氏
(
校
友
、
前
参
隣
員
談
員
)
三
月
の

」
九
"
而
杉
弌
而
長
送
こ
ψ
1
選
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'
二
に
は
祈
教
を
代
女
す
る
礼
仟
巡
は
ボ
指
'
'
で
め

う
北
と
い
う
^
り
山
い
も
あ
る
。

大
和
の
硫
立
来
、
日
本
の
建
築
史
一
千
五
百

年
の
う
ち
、
煉
瓦
建
築
、
搭
っ
え
の
鞭
末
か
ら
大

正
.
鼎
ま
で
の
僅
か
五
十
作
嗣
で
、
そ
れ
以
降
は
法

律
で
煉
瓦
造
り
系
止
し
た
。
従
っ
て
こ
の
頃
の
よ

う
揮
命
化
、
近
代
化
の
た
め
煉
瓦
建
築
が
ど
し
ど

し
破
壊
さ
れ
て
は
、
占
作
後
の
わ
れ
わ
れ
の
子
孫
は

Π
本
の
煉
瓦
建
築
を
知
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
の
で
、
文

部
省
で
は
戦
後
そ
の
現
状
捌
介
を
し
六
と
こ
ろ
、
エ

場
に
は
占
い
も
の
が
一
、
二
あ
る
が
、
学
校
に
残
る

も
の
で
は
明
治
十
六
年
の
同
志
社
彰
栄
館
が
一
番
古

い
こ
と
が
わ
か
っ
九
。
但
し
彰
器
は
近
年
の
増
築

で
東
北
の
一
伯
が
変
形
し
、
内
部
も
近
年
甚
し
く
改

造
き
れ
て
い
る
>
で
、
こ
の
北
び
の
送
に
も
れ
た
こ

と
は
残
念
で
あ
る
む
し
ろ
五
棟
の
う
ち
最
も
新
し

1
五
卸
の
神
丁
館
が
旧
態
を
よ
く
雑
持
し
て
い

いる
の
で
、
次
朔
に
は
指
定
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か

と
い
わ
れ
て
い
ろ
。
し
か
し
こ
の
た
び
の
開
査
に
ょ

る
と
、
彰
米
館
の
時
剖
は
、
Π
ド
日
本
に
残
っ
て
い

る
も
の
で
は
一
番
禽
い
崎
代
の
も
の
忙
属
す
ろ
貴
重

な
遺
品
ら
し
い
。
機
械
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
仂
ゆ
子

↓
ず
o
a
N
m
 
ハ
一
o
n
一
ハ
δ
9
 
一
ず
o
a
N
m
-
0
,
δ
0
づ
コ
.
ー

ミ
還
 
m
.
易
器
と
あ
る
だ
か
昆
器
の
鴛
が

明
治
ト
ヒ
q
 
そ
こ
へ
ト
ハ
ー
h
"
製
の
時
ル
カ
躬

え
つ
け
ら
れ
た
の
て
あ
才
う

ボ
都
大
学
の
建
築
誕
座
扣
当
教
授
、
故
武
田
五

一
博
士
が
、
同
発
の
煉
瓦
建
築
は
将
来
国
宝
に
指

定
さ
る
べ
き
運
命
を
持
つ
か
ら
大
切
に
乎
入
れ
を
せ

よ
、
と
黒
社
当
局
に
勧
佐
が
あ
っ
て
か
ら
ニ
ト
五

'
.
一
、
、

刷
志
社
か
ら
非
公
式
化
文
化
財
保
准
委
員
会
の

ノ
ー係
り
・
曾
へ
資
料
を
提
供
し
始
め
て
か
ら
十
作
以
k
の

年
門
が
流
れ
た
が
、
同
L
心
礼
の
仏
統
と
い
う
せ
ま
い

範
開
以
外
に
広
く
、
明
治
と
い
う
栄
光
に
満
ち
た
時

代
を
築
き
あ
げ
た
日
本
の
長
的
悪
建
築
を
、

わ

が
同
志
社
が
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
め
で
た
い
。

の
み
な
ら
ず
こ
ん
な
美
し
い
建
物
を
残
し
た
先
輩
に

感
諭
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い

同
郡
の
校
友
近
嘘
氏
(
大
阪
美
大
助
教
授
)

は
、
明
治
建
築
史
を
専
攻
し
て
咋
第
幸
博
士
の
学

位
を
得
ら
れ
た
が
、
学
位
論
文
中
の
一
部
に
同
志
社

の
明
治
建
築
油
査
報
告
が
含
ま
れ
て
い
る
。

と
に
か
く
指
定
に
ょ
っ
て
永
年
の
懸
案
の
一
つ
が

解
決
し
九
が
、
こ
の
こ
と
は
内
に
同
志
社
総
.
長
、
理

*
.
長
以
下
理
事
各
位
と
関
係
教
職
貝
校
友
有
志
の

仏
雛
持
に
対
す
る
深
い
理
觧
と
、
外
は
文
化
財
保

護
委
員
公
、
関
野
建
造
物
課
長
ほ
か
多
数
関
係
者
の

好
淫
よ
っ
九
も
の
で
惑
謝
に
た
え
な
い
。
(
T
)

酒
井
美
智
男
氏
(
校
友
、
京
S
Y
M
C
A
総
モ
嘔
)

マ
ラ
ヤ
に
一
Ⅲ
催
さ
れ
る
ア
ジ
ャ
Y
M
C
A
指
群
名

協
琴
に
出
席
の
た
め
四
月
十
五
日
出
発
。

林
信
雄
氏
(
校
友
、
横
浜
市
大
教
授
)
「
合
伺

労
組
と
労
働
法
を
祈
刊
。
四
九
0
円
、
ミ
ネ
ル
バ

轡
一
栃
。

中
島
和
子
姉
(
校
友
)
「
世
界
」
二
月
1
 
「
嵐

の
前
の
キ
ユ
ー
バ
」
を
寄
稿
。
同
姉
は
米
国
に
て
お

も
に
黒
人
蛾
を
研
究
。
咋
夏
、
煕
人
解
放
運
動
家

ロ
バ
ー
ト
;
り
イ
リ
ア
ム
ズ
に
招
か
れ
キ
ユ
ー
バ
に

滞
在
し
た
。

吉
本
晴
彦
氏
(
校
友
、
吉
本
建
物
社
長
)
本
年
度

日
本
稟
会
俳
の
副
会
頭
に
就
任
。

関
野
克
氏
(
文
化
楳
饗
員
会
、
建
築
物
課

長
)
二
月
二
十
五
日
、
チ
ャ
ペ
ル
そ
の
他
、
同
志
社

の
煉
瓦
建
築
を
電
要
文
化
財
に
指
定
す
る
た
め
、
こ

れ
が
胴
査
の
た
め
来
学
。

中
川
衆
一
氏
(
元
大
学
総
務
部
)
同
志
社
時
報
編

集
委
員
の
同
氏
は
三
月
末
退
職
。
型
の
冨
山
旧
霸

日
町
の
助
役
に
就
任
。

並
河
純
氏
(
一
背
校
教
諭
)
き
き
ほ
ど
逝
去
さ

れ
た
父
君
の
璽
継
承
の
た
め
退
職
。
山
陰
酸
素
の

町
枋
に
就
仟
、
今
後
松
江
に
在
住
せ
ら
れ
る
。


